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■表紙のイラストについて 

「サミット 2025 京都⼤会」のイラストは、「サミット 2019 神⼾⼤会」のイラスト制作も担当頂いた実⾏委員の兵庫
県⽴⼈と⾃然の博物館・三橋さんとイラストレーター・イザワイツハさんが作成しています。 

７年間の⼩さな⾃然再⽣の積み重ねと⼩さな変化を探してみてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

7 年後 

2019 年１⽉ 
『サミット 2019 神⼾⼤会』 
イラスト 

2025 年１2 月 
『サミット 2025 京都大会』 
イラスト 



 

小さな自然再生サミット 2025 京都大会 

開催報告 

2025 年 12 月 7 日（日） 京都大学宇治キャンパス 宇治おうばくプラザ 

はじめに 
 
水辺で取組む⼩さな⾃然再⽣の更なる深化と拡がりに向けて、全国で取組む仲間が集い、相互交

流を通じて今後の新たな活動や協働に展開していくことを目的に、「⼩さな⾃然再⽣サミット 2025 京
都⼤会」を 2025 年 12 ⽉ 7 日（日）に京都府宇治市の京都⼤学宇治キャンパス・宇治おうばくプラ
ザにて開催しました。 

本サミットには、北海道から九州まで全国より集まった約200名にご参加をいただき、30地域の事例
発表、事例発表者と参加者とのポスターや展⽰交流、さらに「⼩さな⾃然再⽣の次の一手を考える」を
テーマとしたパネルディスカッションを通じて、⼩さな⾃然再⽣の技術や進め方、今後の方向性について議
論を深めました。 

この開催報告は、サミット参加者とともに学び議論した成果を、当日の写真とともに皆様にご紹介する
ものです。 

本サミットにご後援、ご協賛いただきました団体関係者各位、事例発表者皆様、また全国よりサミット
にご参加いただきました皆様に厚く御礼申し上げます。 

 

2026 年 2 ⽉ 

⼩さな⾃然再⽣サミット実⾏委員会 
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1. 開催概要

【日時】 2025 年 12 ⽉ 7 日（日） 10:00〜17:00 

【場所】  京都⼤学宇治キャンパス 宇治おうばくプラザ 

【主催】  ⼩さな⾃然再⽣サミット実⾏委員会 

【後援】  国⼟交通省、環境省、公益財団法⼈リバーフロント研究所 

【協賛】 

いであ株式会社, 株式会社伊藤園, 株式会社ウエスコ, 王子ホールディングス株式会社,  
株式会社 KANSO テクノス, 共和コンクリート工業株式会社, 株式会社建設環境研究所, 
株式会社建設技術研究所, 株式会社ジャッカル, 一般財団法⼈セブン-イレブン記念財団, 
株式会社デプス, 日本工営都市空間株式会社, パシフィックコンサルタンツ株式会社, 
株式会社北海道技術コンサルタント  ※五十音順 

【参加者】  約 200 名 

【参加費】  無料 

【プログラム】    

＠きはだホール
サミット開会
（実行委員長挨拶、来賓挨拶）

10:00

＠きはだホール全国事例発表 （4分×30団体）10:15-12:40

＠ハイブリットスペース昼食 ＆ 事例発表者ポスター交流12:40-13:40

＠きはだホール

パネルディスカッション

～「小さな自然再生」の次の一手を考える～

※終了後に参加者全員で集合写真

13:40-16:00

＠ハイブリットスペース茶話会16:10-17:00
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2. 開 会 

司会進⾏ 

本サミットの司会進⾏は、⼩さな⾃然再⽣サミット実⾏委員会より武田みゆきさん（日本環境 NPO
ネットワーク）及び瀧健太郎先⽣（滋賀県⽴⼤学環境科学部）にお二⼈にお務め頂きました。 
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【1】 ⼩さな⾃然再⽣サミット実⾏委員会  

 主催者を代表して、⼩さな⾃然再⽣サミット実⾏委員会の中村太士実⾏委員⻑（北海道⼤学⼤
学院農学研究院 名誉教授）よりご挨拶を頂きました。 
 

 
 

＜小さな自然再生サミット実⾏委員会 構成＞ 

■実⾏委員⻑︓ 中村 太士 （北海道⼤学⼤学院農学研究院 名誉教授） 
■実⾏委員︓ 

氏 名 所 属 
今井 洋太 神⼾市⽴工業⾼等専門学校 
伊豫岡 宏樹 九州産業⼤学建築都市工学部 
佐藤 祐一 滋賀県琵琶湖環境科学研究センター 
杉野 伸義 KANSO テクノス 
瀧 健太郎 滋賀県⽴⼤学環境科学部湖沼流域管理研究センター 
竹内 えり子 建設技術研究所 
武田 みゆき 日本環境 NPO ネットワーク 
田原 ⼤輔 福井県⽴⼤学海洋⽣物資源学部 
林 博徳 九州⼤学工学研究院環境社会部門 
原田 守啓 岐阜⼤学 ⾼等研究院環境社会共⽣体研究センター 
町田 善康 美幌博物館 
三橋 弘宗 兵庫県⽴⼈と⾃然の博物館 
山下 慎吾 環境省⾃然環境局⽣物多様性センター 
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【2】 後 援  

 後援団体を代表して、⼩島優様（国⼟交通省審議官）、奥田⻘州様（環境省⾃然環境計画
課地域ネイチャーポジティブ推進室⻑）よりご挨拶を頂きました。 
 

 
 

 
 

＜後援＞ 
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【3】 協 賛  

 協賛団体を代表して、野田武志様（一般財団法⼈セブンイレブン記念財団）よりご挨拶を頂きまし
た。 
 

 
 

              ＜協賛＞        （五十音順）  
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3. 全国事例発表 （30 団体） 

 

団体名発表タイトル
都道
府県

No.

北海道札幌工業高等学校土木科
サクラマスが遡上する都市河川 ～琴似発寒川の未来へとつなぐ
産卵場所づくり～札幌工業高等学校土木科の挑戦

北海
道

1

NPO法人えんの森
手づくり魚道の「出口」をどう見定めるか～北海道・三郎川魚道の
17年

北海
道

2

NPO法人水辺基盤協会
生き物を増やす釣り人の活動 in 霞ケ浦 ～魚道研修会後、さら
にパワーアップ！～

茨城3

栃木県立馬頭高等学校水産科小河川の雑魚爆増！竹束でつくる雑魚の大人気越冬地栃木4

更北中学校ものづくり部理科班
小さな流域治水 ～学校から見た学びの場づくりとしての小さな
自然再生～

長野5

高山村立高山中学校耕作放棄地のビオトープから生まれるネイチャーポジティブ長野6

福井県立大学
福井県南川における可搬魚道（ポータブル魚道）によるアユ、カジ
カ類の遡上効果

福井7

福井かひる山 風土舎
水の道再生プロジェクト 〜伝統技法（しがら、ボサ、石積み）によ
る手しごと治水〜

福井8

特定非営利活動法人ホールアース
自然学校

「小さな自然再生×自然学校」の取り組み〜小さな自然再生の可
能性を探る、芝川でのチャレンジ〜

静岡9

瀬名新川★生き物育て隊（静岡県静
岡土木事務所）

二級河川瀬名新川 ～ご近所さん・大学生・ちょっと行政との協働
による水辺の小さな自然再生～

静岡10

愛知県建設局河川課愛知のいい川づくり愛知11

家棟川・童子川・中ノ池川にビワマ
スを戻すプロジェクト

家棟川にビワマスを取り戻せ！ ～本設魚道設置までの道のり～滋賀12

株式会社ＩＨＩ滋賀県東近江市における農業排水路のエコアップ滋賀13

近畿地方整備局琵琶湖河川事務所みんなでつくる野洲川のアユの産卵場滋賀14

京の川の恵みを活かす会鴨川天然アユの壁問題と井桁魚道（＃魚道）京都15

京都府立宮津天橋高等学校フィー
ルド探究部

みんなの川塾 ～大手川の環境改善と流域学習～京都16

大阪市漁業協同組合淀川河口域の自然再生活動 ～石干見～大阪17

福田川クリーンクラブ福田川水系の生物多様性確保のための自然環境調査について兵庫18

千種川圏域清流づくり委員会
現地研修会で清流づくり委員会と高校と県民局とのコラボに発
展

兵庫19

ふるさとの川づくりワーキングチー
ム（丹波篠山市役所）

丹波篠山市における「ふるさとの川づくり」への取り組み兵庫20

株式会社エーゼログループ小さな村で始まった水域をつなぐ小さな自然再生岡山21

わけっこパーク川ガキが 戻りつつある 日笠川岡山22

NPO法人川塾
川遊びから、川づくりへ！ 〜小さな自然再生で、みんなで行う川
づくり文化をつくる〜

徳島23

一般社団法人神山つなぐ公社神山の先達とともに、鮎喰川にもう一度、鮎を！徳島24

国立高専機構香川高等専門学校高
橋研究室

サケ・マス類の自然産卵促進に向けた可搬魚道開発の挑戦香川25

学校法人若草幼稚園
幼稚園と保護者と技術者が合作する、園児専用里山体験フィール
ド 「若草幼稚園 すくすくの森」since1989

高知26

九州産業大学グリーンインフラ論「唐の原川」での小さな自然再生の実践福岡27

北九州市立山田緑地管理事務所
山田緑地で行う水辺環境の保全・再生 ～魅惑の湿地帯ビオトー
プづくりと外来生物駆除～

福岡28

NPO法人北九州・魚部
温泉観光地の親玉、大分県別府から生き物と自然の魅力を発信
～亀川プロジェクト「人と温泉と生き物と」～

大分29

豊かな水環境創出ゆふいん会議治水・利水・環境の三方よし！由布院温泉の宮川再生プロジェクト大分30
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発表者の特徴 
 

①所属                           ②地方構成 

   
 
 
③活動フィールド（重複あり） 
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各発表者の様子 

 
No.1  北海道札幌工業⾼等学校⼟⽊科 

 
No.2  NPO 法⼈えんの森 

 
No.3  NPO 法⼈水辺基盤協会 
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No.4  栃⽊県⽴⾺頭⾼等学校水産科 

 
No.5  更北中学校ものづくり部理科班 

 
No.6  ⾼山村⽴⾼山中学校 
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No.7  福井県⽴⼤学 

 
No.8  福井かひる山 風⼟舎 

 
No.9   NPO 法⼈ホールアース⾃然学校 
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No.10  瀬名新川★⽣き物育て隊（静岡県静岡⼟⽊事務所） 

 
No.11  愛知県建設局河川課 

 
No.12  家棟川・童子川・中ノ池川にビワマスを戻すプロジェクト 
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No.13  株式会社ＩＨＩ 

 
No.14  近畿地方整備局琵琶湖河川事務所 

 
No.15  京の川の恵みを活かす会 
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No.16  京都府⽴宮津天橋⾼等学校フィールド探究部 

 
No.17  ⼤阪市漁業協同組合 

 
No.18  福田川クリーンクラブ 
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No.19  千種川圏域清流づくり委員会 

 
No.20  ふるさとの川づくりワーキングチーム（丹波篠山市役所） 

 
No.21  株式会社エーゼログループ 
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No.22  わけっこパーク 

 
No.23   NPO 法⼈川塾 

 
No.24  一般社団法⼈神山つなぐ公社 
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No.25  国⽴⾼専機構⾹川⾼等専門学校⾼橋研究室 

 
No.26  学校法⼈若草幼稚園 

 
No.27  九州産業⼤学 
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No.28  北九州市⽴山田緑地管理事務所 

 
No.29   NPO 法⼈北九州・⿂部 

 
No.30  豊かな水環境創出ゆふいん会議 
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4. 事例発表者ポスター交流会 

各発表者が4分間では発表しきれなかった熱い思いや取組みの詳細を参加者にご紹介頂くため、昼
休みには各発表者とポスターや展⽰物を囲んでの交流時間を設けました。なお、本交流会及び閉会後
の茶話会では、株式会社伊藤園よりお茶をご協賛いただきました。 
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5. パネルディスカッション 

午後からは、「小さな自然再生の次の一手を考える」をテーマに、２部構成で参加者
とともに議論を深めました。 

前半は、小さな自然再生の技術（ハード）をテーマに、実⾏委員会より林博徳先⽣（九州

⼤学工学研究院環境社会部門）にコーディネーターをお務め頂きました。また後半は、小さな自然
再生の進め方（ソフト）をテーマに、実⾏委員会より佐藤祐一さん（滋賀県琵琶湖環境科学研
究センター）にコーディネーターをお務め頂きました。 

同じく実⾏委員会より三橋弘宗さん（兵庫県⽴⼈と⾃然の博物館）に前半・後半のパネリストをお
務め頂くとともに、両コーディネーターが指名した午前の事例発表者にもパネリストとして登壇頂きました。 

議論の要旨を以下でご紹介させて頂きます。 
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【第 1 部︓ 小さな自然再生の技術（ハード）】 
 （コーディネーター）林 博徳︓九州大学⼯学研究院環境社会部門 
 
＜前半＞ 二名の高校生の発表者（札幌⼯業高等学校⼟木科・中居さん、宮津天橋高等学校・

三宅さん）及び兵庫県⽴⼈と自然の博物館・三橋先生をパネリストに迎えて、まずは川
でできる小さな自然再生の議論を展開。 

 

 
 
 （コーディネーター）前半の発表の中で印象に残った発表や聞きたいことなどは︖ 

→（パネリスト）可搬⿂道開発の発表が印象に残った。産卵床を整備して実際に産卵シーンを⾒
ると感動するが、⿂道を整備して実際に⿂が遡上しているのを⾒た時の気持ちを伺ってみたい。 

 →（フロア）もちろん嬉しい。特に今回は北海道でのサケという⼤きな⿂を対象としたチャレンジング
な取組みで、模型実験も⾏い、現地で成功した時は感動し、そのまま寝込んでしまったほど。 

 （パネリスト）今紹介頂いた四国と北海道の可搬⿂道づくりの連携は、前回の 2019 年に開催し
た⼩さな⾃然再⽣神⼾サミットをきっかけに始まったので、本日も是非新たな仲間が繋がる一日に
して欲しい。 

 （コーディネーター）札幌工業⾼等学校によるサクラマス産卵場づくりの取組みに関し、会場より応
援メッセージなどをお願いします。 

→（フロア）この取り組みはNHKでも紹介されていて、サケの遡上や産卵場づくりに取組む札幌ワイ
ルドサーモンプロジェクト(SWSP)のメンバーとも連携しながら、⾼校⽣たちが⾃分たちで考えなが
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ら取組まれていることが素晴らしい。サクラマスという川全体を使う⿂種を対象とした取組みを、是
非とも他の⾼校⽣にも広めて頂きたい。 

 （フロア）産卵の確認以外にも激熱な経験は︖ 
→（パネリスト）活動をする中で、これまでもサクラマスの産卵を⾒てきた「近所のおじさん」が⾃分た

ちの活動に協⼒してくれてアドバイスを頂けたことが激熱。 
 （コーディネーター）色々考えながら取組む中で、産卵場づくりの中で作業面、技術面等で最も⼤

変だったことは︖  
→（パネリスト）作業は重機などを使わず⼈⼒で⾏っが、バケツ 65 杯分の砂利を運び肉体的にも

⼤変だった。 
 （フロア）⾃然の営⼒を活かすと、作業面の苦労を軽減できるかも。実際、昼休みにお話を伺う

中で、65 杯分を運んだ帯工の部分とは別の場所（川岸の出っ張りのある部分）に⾃然に産卵
床を発⾒したことで新たな気づきがあったとのこと。次のステップでは、⾃分たちが砂利を運ばずとも、
水の流れの⼒（川の営⼒）を使って産卵床を造ることに挑戦してみると面白いのではないか。 

 （フロア）宮津天橋⾼等学校フィールド探究部の発表では⼈間バーブの写真があったが、是非そ
の時の感想を聞かせて欲しい。 

→（パネリスト）寝転んでいるだけでも流れが変わっていき、お尻の砂が無くなったり、変化に驚いた。 
→（フロア）この⼈間バーブの発表以外にも、お子さんが石を積み始めたなど、⾃らが川に働きかけ

て、川が動いていくことを実感したという発表が複数あったことが個⼈的には激熱だった。 
 （コーディネーター）ゼロ歳児の川づくりの発表がありましたが、その時の様子などを詳しく教えて頂

きたい。 
→（フロア）ゼロ歳の石積みは本⼈の意志かどうか難しいが、横の 3 歳児のお子さんは⾃分の意志

で楽しく石積みを⾏っている。目的意識はなく単なる石遊びだけれど、それに価値をつけるのは⼤
⼈であり、本日のようにたくさんの専門家が集う中で、こうしたことの価値を教えて頂くことができたの
で、川遊びのおもしろさや価値を周りに伝えて頂けると、もっともっと川がおもしろくなると感じた。 

 （パネリスト）岡山の発表でも子どもたちによる取組みの話題がありましたので詳しく教えて頂きた
い。 

→（フロア）写真で紹介した当時は 4 歳〜5 歳くらいだが、この年齢になると明確に目的をもって取
り組んでいた。⼩さな⾃然再⽣の研修会で⼤⼈たちがやっていたことを、ただ遊んでいただけではな
く⾒ていたようで、⼤きな石の間に⼩さな砂利を詰めて水を溜めたりしていた。これ以外にも、遊び
ながらバーブ工みたいなものを造って流れを早くして、⾃分たちがそこを流れて遊んだり、遊びの中
で水の流れや砂の流れの変化を勝手に学んでいるなあと気づくことがよくある。⾼校⽣でも⼤⼈で
も、遊びながら造ることで学ぶことがある気がする。 

 （コーディネーター）石を積んだり、⾃分で川の中に浸かって流れを感じるなど、実際に川に働きか
けるような⾼校⽣たちの取組み、発表に対してコメント、アドバイス、質問等があればお願いします。 

→（フロア）北海道にはたくさんのサケ科の⿂がいる中で、サクラマスをターゲットにされた理由を教え
て欲しい。 
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 →（パネリスト）⾃分たちの先輩たちがサクラマスの産卵床づくりを課題としていたので、それを⾃分
たちも取組もうというのが一つ目の理由。また、上流に⿂道があるものの河床低下のため増水しな
いとサクラマスが遡上できない状況がある中で、サクラマスの保全のためにこの区間での産卵場を
増やしていく必要もあった。 

→（フロア）宮津の⼤手川の取組みでは、安全管理面で気を付けていることなどがあれば教えて欲
しい。 

 →iRIC で増水時のシミュレーションなどを⾏うとともに、2004 年の⼤水害時に被災された方々にお
話を伺うことで過去の洪水時の様子を学び、川の怖さを知りながら、安全で健康な川とはどんなも
のかをフィールド探究部内で議論している。 

 

 
 
 
＜後半＞ 二名の発表者（福井かひる山 風⼟舎・吉田さん、NN ラントシャフト研究室・⻄山さん）

及び兵庫県⽴⼈と自然の博物館・三橋先生をパネリストに迎えて、川に至る上流域の
森でできる小さな自然再生の議論を展開。 

 
 （コーディネーター）はじめに、事例発表では伝えきれなかったこと、悩み事などを教えて下さい。 
 （パネリスト）取組に際しての困り事として、資⾦集めの方法や利⽤できる制度を調べる前に団体

を⽴ち上げたため、今後の継続策について現在模索中の状態。 
→（パネリスト）幼稚園のお父さんたちの熱量が⾼く、未来を担う子どもたちのためというモチベーショ

ンから活発に参加いただいている。子どもの学びと親⾃身の学びがエネルギーになると感じており、
⼒を持ち寄ってくれる方々のおかげで持続している。 
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 （パネリスト）山の中で活動に取組むような幼稚園に通わせたいという方が多い︖ 
→（パネリスト）そうした口コミで園を選んでいただいた方もいれば、近所にお住まいと理由で選ばれ

た方もいる。 
 （パネリスト）5 トンの石組みは⼤変。少し手を抜く手法（例えば、丸太を使う、川幅を広くして落

ち葉がたまるようにするなど）や、ワクワクする新たしい手法を考えながら取組むことも⻑続きの秘訣。
また、すぐ分解する葉を選ばれているとのことだが、分解に時間を要するスギなどの葉とのミックスでも
よいかもしれない。分解が遅いということは⻑持ちするということでもあるので。未開発の分野なので、
色々なハイブリッド技術を試して欲しい。 

 （パネリスト）全国の保育園で実は色々な取組みをやっている。そのメニューを集約した「保育園に
よる⼩さな⾃然再⽣技術集」みたいなものができるとおもしろい。 

→（コーディネーター）ご発表頂いた幼稚園の取組みをまとめるだけでも素晴らしい図鑑になると思う
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が、今後そのようなご予定は︖ 
 →（パネリスト）お知らせしたいことはたくさんあり、本を作りたいなあと考えている。源流域の安定

化に向けてあり材で造ることや、簡易的な技術も色々議論ができそうだと思う。安全過ぎない、歩
きやすくし過ぎないなど、子どもたちが場所を選ぶ余地を残す部分と最低限の安全のバランスをい
つも議論している。 

 （フロア）幼稚園での取組について、ここで学んだ子どもたちが、その後どんな活躍をされているかの
追跡調査などはされている︖ 

→（パネリスト）是非やりたいけれど方法が分からない。是非やり方を教えて欲しい。 
 
＜第１部 まとめ＞  
 
 （フロア）午前の事例発表を聴きながら、⿂道の技術が前回の 2019 年のサミットの時よりも格段

に進歩した印象を受けた。7 年前のサミットもきっかけとなり、全国のいい技術が横方向で繋がってき
ている印象がある。次の一手を考えた時、ある場所での素晴らしい技術が横展開され、さらに工夫
がなされてよい技術となっていくサイクルに入っていると感じた。 

 （コーディネーター）前半と後半を通じて、教育と技術を繋げていくことの⼤切さを再認識した。前
半にも紹介頂いた通り、子どもの時から川の中に入りモノを造るという経験から川に関心を持ってい
ただき、パネリストとして登壇頂いたような⾼校⽣達へと成⻑し、⾃然再⽣の仲間になって流域をよ
りよくしていく活動へと拡がっていけば素晴らしい。 
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【第２部: 小さな自然再生の進め方（ソフト）】 
 （コーディネーター）佐藤 祐一︓滋賀県琵琶湖環境科学研究センター 
 

発表者（わけっこパーク・熱田さん）及び兵庫県⽴⼈と自然の博物館・三橋先生をパネリスト
に迎えて、小さな自然再生の進め方について、次の一手に向けた「本当の課題は何か︖」を深堀
りして議論。 

 
（第２部の冒頭で掲⽰）サミット事務局による⼩さな⾃然再⽣の課題の整理結果 

 
 
【①最初の一歩の突破口】 
 

 （コーディネーター）5 つの課題は普遍的な課題であるとともに、実は独⽴しているものではなく、相
互に関係している。（例えば、仲間が足りないけれど、広報をすれば仲間は増える、しかし広報のお
⾦がない etc.） そこで、⼩さな⾃然再⽣を取組まれてきた皆さんに、どんなことを突破口にして
きたかをまずは伺ってみたい。「色々な課題はあるけれど、突破口はどこだったか︖」「これで最初は
進んだよ」「これで一歩踏み出せた」というヒントを教えて頂きたい。 

→（パネリスト）色々な事例を⾒てきた、関わってきた中では、「超簡単」しかし「そこそこ効果がある」
ということが⼤事。外来種の駆除にも関わっているが、分厚いマニュアルを渡されても読まないが、
「これだったらできる」という、⼩さな⼩さな技術の様なものがあり、体でメカニズムが分かり、改良に
より⾃分事になり、それが拡張していくことが⼤事ではないか。 

→（パネリスト）子どもたちの居場所づくりを目的に活動する中で、川もその居場所の一つと考えた

再分類意味悩み/不足

• 教材・プログラム設計の難しさ教育・継承の仕組みづくりや
次世代への引き継ぎに不安が
ある

教育継承課題 • 人材継承・次世代育成の難しさ

• 共有知化・地域知の継承

• 参加者の獲得・維持
参加者や担い手・仲間づくり
に課題を感じている

仲間不足 • コアメンバーの不足

• 多主体連携の不足

• 活動費・整備費の不足
活動継続のための資金・支援
の確保が課題となっている

資金課題 • 助成金・申請力の不足）

• 持続的財源確保の不安

• 広報・発信力の不足活動内容の発信・広報・可視化
が十分にできていないと感じ
ている

発信・情報提供
の不足

• 記録化・ストーリー化の不足

• 展開の型不足

• 行政との事前協議の不足行政や関連団体との接続や手
続き・合意形成の進め方に悩
みを抱えている

行政接続・合意
形成不足

• 許認可・制度のわかりづらさ

• 合意形成の困難さ
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時、⼩さな⾃然再⽣の現地研修会が⼤きな突破口になった。ママ友が前年度に別の場所で開
催された研修会に参加し、⾃分たちの場所でもやろうと盛り上がり、⼩さな⾃然再⽣の研修会に
応募して開催頂いた。その中で「⾃分たちでもやっていいんだ」「川に石並べていいんだ」というのが
突破口だった。その後、細々と続けながら、⾏政とつながる突破口を⾒つけているのが今の状況。 

→（フロア）前年度に研修会を紹介したママ友です。町の中央を皆が愛する川が流れているが、川
と交わる取り組みが無い中で、滋賀県⽴⼤学・瀧先⽣の協⼒を得て川での取組を仲間を巻き込
んでスタートした。川の専門家が来ていただき、分からない時に聞ける⼈がいることが、現在の活動
に繋がっている。 

→（フロア）京都で⿂道づくりに取組んでいる。誰でも出来るような簡単な技術ではないが、団体の
中にアイデアマンがいて、モノづくりを得意とする仲間がいたことが突破口であり、⾃然再⽣を上手く
継続するにはそうした仲間を引き入れていくことが⼤事。また、⾃分たちの仲間には釣り⼈、⿂釣り
が好きな⼈が集まっている。釣り⼈は⾏政や先⽣や商店街までたくさんの業種の方が含まれ、継
続性も担保され、仲間を作るときに⾃分事として考えることができる好き者を集めることが突破口
になる。 

→（フロア）宮津での⾼校⽣たちの取組みに関わってきた。吉野川第十堰が縁で⽣まれた「川の学
校」及び「川塾」があるが、宮津の⼤手川において地元の農家の方々と話す中で⿂を捕るだけで
はなく⿂を増やしたいたいということで、この地でも川の学校をやろうということになった。川の作文を
子どもたちが書くことで（当初反対していた）親や祖父⺟の支援を得て、専門家の協⼒も得なが
ら活動が拡がってきた。ただ楽しいではなく、きちんとお⼟産を地域に持ち帰る、子どもから⼤⼈に
伝えるという取組が一つの突破口になった。 
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【②活動を続ける中での壁】 
 

 （コーディネーター）突破口として、技術の話、聞ける⼈やアイデアマン、⾃分事にしてくれるような
⼈の存在、子どもから⼤⼈へと伝えていくなどが突破口として挙げて頂いた。次に、少しフェーズが進
んだ話として、突破口で一歩進んだ後、活動を進める中でぶつかる壁についてお話を伺いたい。 

→（パネリスト）子どもたちと川の活動を⾏う場所に浚渫工事が入っている。安全に向けて有難いこ
とであるが、一方で子どもたちが観察していた⿂の死骸が工事の後であるのを⾒ながら、もう少し
早く教えて頂けてたら予め救出できた面もあり、どうしたら地元の意⾒も踏まえ一緒に考えながら
工事を進めていけるのかという壁に直面している。 

→（フロア）滋賀県で活動を⾏っている。バーブ工を⾃由使⽤の範囲で造りたいと河川管理者に事
前相談したが、工作物設置に当たるので認められないと傷が深まり断念したことがある。 

→（フロア）滋賀県の別の地域で活動している。助成⾦を得て擁壁に石を積んで⿂の棲み家づくり
をしようと河川管理者に問い合わせたところ断られてしまった。 

 
 （コーディネーター）河川管理者との交渉が一つの壁としてある中で、どうしたらよいでしょうか︖ 

→（パネリスト）無理なものは無理。例えば、バーベキューの延⻑みたいにまずは⾃由使⽤の範囲の
⼩さな⼩さな取組みを⾏い、その効果を⾒せて対話し、少しずつ⼤きくしていくなど、まずは⼩さく
始めることもある。一方で、例えば治水安全度に悪影響が⽣じるなど、ダメな場所はやはりダメ。そ
の場合は河川管理者が丁寧に説明してくれるので、別の場所を探すなどの潔い諦めも必要。「環
境改善の取組は善、⼟⽊事務所は悪」みないな誤った認識ではなく、丁寧な対話が必要。 

→（フロア）「河川管理者が分かってくれない」という議論は⼩さな⾃然再⽣が拡がり始めた初期の
頃からずっとあったが、例えば河川管理者の OB の方など役所の論理を理解した方が⾃分たちの
仲間にいたり、役所と上手にやる方法を熟知している⼤学研究者に応援頂くなどが初期の突破
口として言われていた。 

→（フロア）同様の問題にいつも直面しているが、バーブ工を設置するとか、浚渫のタイミングでコンタ
クトをとるのではなく、日常の川での活動（子どもたちとの川のイベント等々）から河川管理者や
漁協と一緒に取組み、相互の信頼関係を構築しておけば、⾃然とステークホルダーの一⼈として
河川管理者側から工事の際の相談等が来るようになるので、日常からの関係づくりが⼤切。 

→（コーディネーター）最初のきっかけが要望だと相手も構えてしまうので、それよりも前のステージか
ら顔を合わせておくことが⼤事。 

 
 （コーディネーター）河川管理者以外の壁についても是非よろしくお願いします。 

→（フロア）教員の⽴場から。子どもたちとともに取組む活動のため地域で色々動きやすい良い点が
ある一方で、教員の異動の問題があるため、地域に新たな活動を仕掛けた後に、その活動を緩く
拾ってくれる中間支援組織の様なものがあれば有難い。（活動を引き継ぐ新たな教員が現れる
まで緩く活動を維持してくれるような役割）そんな事例があればご紹介頂きたい。 
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 （コーディネーター）教員に限らず、⼈事異動が宿命の職場においても同様の問題があると思うが、
何か関連する話題があればお願いします。 

→（フロア）県⼟⽊事務所の⽴場から。⾃分が異動後は何も進まなくなったというケースがあり、担
当する部署を異動後も関わっている川は何とかなっているが、そうでない川はなかなか引き継がれ
ないのが現状。 

→（フロア）石積みをやった現場に河川改修が入ったり、サケ産卵場に工事が入った時などは⼤きく
落胆したが、強い影響⼒を持つ⼤学先⽣の一声で工事がストップするなどを経験し、壁を打ち破
る突破口の一つにそうした神様の様な存在の先⽣の協⼒を得ることもあるのではないか。また、若
い世代は環境に対する意識が変わってきているので、河川管理者を含め今よりは改善される明る
い未来を期待している。更に、河川管理者と交渉⼒・調整⼒のある地元コンサルタントの方の協
⼒を得ることも、壁の克服につながる。 

→（コーディネーター）確かに、役所の方は⼈事異動で交代されても、⻑く関わる⺠間企業の方が
その役割を補完するという意味では、先ほどの中間支援的な役割と言えるかもしれない。 

→（フロア）地元コンサルタントの⽴場から。上司がどう⾏政（河川管理者）と交渉し仕事を進め
るかを学びながら、⾃分なりのやり方を⾒出し、⾼校⽣たちの取組みを支援してきた。今回の現
場では、河川管理者にも協⼒頂いており、その背景には教育があり、地域の学校の教育、さらに
は若手の河川管理者の⼈材育成（教育）と絡めることで関係者が協⼒してくれると感じている。
コンサルタントとしても、市⺠と⾏政とのつなぎ役が我々の⼤切な役割であると意識して仕事に取
組んでいる。 

→（フロア）元県の職員（河川管理者）で異動する側だった⽴場から。⾃分が異動する際に地域
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の団体の方に必ずお伝えしていたことが『⾃分が異動後に⾏政の対応が同じようになるとは思わな
いでください。ほぼ冷たくなると思ってください。そこで、黙っていたらほったらかしにされるので、常にコ
ンタクトをとって、活動の歴史を伝えて、こうしたことをやってきたこと、やっていきたいこと、それは河
川法の目的にも含まれる⾏動なので⼟⽊事務所として今までと同じように協⼒して下さいとプレッ
シャーをかけて下さい。』ということ。冷たくされたと思うことは多々あると思いますが、諦めず、活動を
続けて欲しい。 

 
 （コーディネーター）今ぶつかる壁として、午前中の発表の中で「地域の中でどう広げるか」「地域の

方に関わっていただけるか」という悩みがあったので、この課題についてよろしくお願いします。 
→（フロア）地域に活動をどう広げていくかを悩む NPO 法⼈の⽴場から。地元で 40 年近く活動し

ており、地元外の方々をたくさん受け入れて活動を展開してきた一方で、地元⾃治会や漁協の
方々に声を掛けずに進めてきた。これからどう地元の方々を巻き込んでいくかが悩ましい。 

 →（フロア）⾃治会で活動をしているが、ニュースレターとして回覧板の中に活動を紹介したり、文
化祭の際に展⽰したり、子ども会に声掛けすることで、地域が協⼒してくれた。 

 →（フロア）地域の新聞報道をきっかけに地域の理解が一気に広まったケースがあった。メディアを
通じて活動を紹介頂くことも地域を巻き込むきかっけになる。メディア側も素晴らしい活動を求めて
いるので、活動側から投げ込みを⾏うことなども有効ではないか。 

 →（パネリスト）河原の草刈りやワンドづくり、鵜が多い時に追い払う際に、地元のお年寄りから協
⼒の声掛けやお礼を頂くことが多い。地元の川がきれいになる、⿂を増やすことに対しては地元も
歓迎するので、日常の⼩さな活動の中でじわじわ広げていく、拡がっていく気がする。また、現地研
修会も新聞報道頂き、それを回覧板で地元にお伝えすることで協⼒者が増えたと思う。 

 →（フロア）課題を共有するというよりも、団体毎に思惑があり、例えば農家であれば水の詰まりの
解消、観光事業者なら景観の改善、⽣きもの好きは⿂が増えて欲しい、銀⾏であれば地域振興
がしたい等々があり、それを活動に集約し一緒にやりませんかと巻き込み、活動を拡げていくことが
できる。一つの目的に絞らない緩さも⼤事かもしれない。 
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【③活動の目標・出口】 
 

 
 

 （コーディネーター）始まりの突破口、その次にぶつかる壁の話をしてきたが、最後に「何を目指すの
か︖」という目標や出口の議論をさせて頂きたい。「皆さんの活動は何を目指してやっていますか︖」、
「その目的が達成されたら活動を終えますか︖」と問われた時に皆さんはどうお答えになるでしょう
か︖ ⼩さな⾃然再⽣に取組まれる方々は、活動を続ける中で当初と違った目的に気づかれる方
も多いのではと感じています。この「目標」を捉え直すことで、課題が実は課題ではなくなることもある
のではないか。そんなことを残りの時間で考えていきたいと思います。 

→（フロア）⻑年に渡り手づくり⿂道に取組んできた経験から。環境と共⽣した酪農、持続可能な
ふるさとづくりの様な目標からスタートしたが、世代が変わることで当初の目標と活動が引き継がれ
ない経験をした。その中で、「その⼈にとって何が価値なのか」をきちんと仲間と共有しておくことが
活動のエネルギーになることを学んだ。 

→（コーディネーター）⿂道が強固になったり本設化されることで、⼈の手が関わらなくなることが、結
果的に⼈の関与が不要となり、⼈が離れることに繋がっているのではという疑問が湧いてきた。むし
ろ、たくさんの課題があり、その課題の解決に向けて皆で汗をかく⾏為そのものが実は活動の根幹
となっている、課題があるから仲間と繋がれると考えると、むしろ課題を持つことは⼤切ではないか。
目標をどう捉えるかによっては、課題感も変わる（課題が課題ではなくなる）という気づきがある。 

→（フロア）⿂道の取組みでは目標は⿂を遡上させるという比較的明確ではあるが、きっかけはそれ
でも、継続することが⼤切であり、当初目標がクリアされても（イベント開催など）継続していける
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ような仕組みを考えることが⼤切だろう。河川管理者も異動で交代し、環境の取組みに理解のあ
る方、そうでない方が担当される中でも、継続しているからこそ対話と改善の取組が続けられる。 

→（フロア）先ほど「何が価値なのか」というお話があったが、最近は SDGs の次に IDGs（Inner 
Development Goals）が注目されており、SDGs 実現に向けては⾃分たちがどういうことに価
値を感じ、どういう未来を願っているかを継続的に対話することの重要性が指摘されている。活動
の目標や出口の議論の⼤切さを改めて感じた。 

 
 （コーディネーター）最後に、パネリストより一言ずつお願いします。 

→（パネリスト）⼩さな⾃然再⽣マインドを持つ川ガキを未来に向けて育てていきたい。 
→（パネリスト）最後の目標の話題はかなり重要だけれどこれまで議論がされてこなかった。地域と

⼩さな⾃然再⽣に取組む一つのアプローチとして、目標として環境保全から入らず、地域課題の
解決から入り、環境保全に繋げることで、トータルに地域課題も環境保全も解決できる可能性が
ある。本日の様々な取組みを学びながら、一般教養や多様な技術の必要性を思い知らされたの
で、次の一手は、⼩さな⾃然再⽣に引き寄せるための必殺技、⼩さな⾃然再⽣につながる治水
や水質改善等の組み合わせの必殺技となる次に一手が次のサミットで続々と出てくるとおもしろい。
今回の⼩さな⾃然再⽣サミットのイラストの左上にはオープンスペースの余白があり、次のサミットで
は、この余白に森の幼稚園等が加わることを期待している。 
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2025.12.7 開催 『小さな自然再生サミット 2025 京都大会』 パネルディスカッション グラレコ （1/2） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

作成︓ 清水麻依 （パシフィックコンサルタンツ株式会社、滋賀県⽴大学 瀧研卒業生） 
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2025.12.7 開催 『小さな自然再生サミット 2025 京都大会』 パネルディスカッション グラレコ （２/2） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

作成︓ 清水麻依 （パシフィックコンサルタンツ株式会社、滋賀県⽴大学 瀧研卒業生） 
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6. 閉 会 

 事務局を代表し、(公財)リバーフロント研究所の代表理事・塚原浩一よりご挨拶を差し上げました。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

皆さま、本日はご参加いただきまして、誠にありがとうございました。サミット実⾏委員会の事務局
を代表してご挨拶をさせて頂きます。 

私⾃身、⻑年に渡り河川に関わる仕事をしてきた中で、こんなに中身の濃い集まり、議論の場は
初めてで、とても充実していて刺激を受けました。どうもありがとうございました。 

第 2 回目となる⼩さな⾃然再⽣サミットを是非また開催しようと提案させて頂き、実⾏委員の皆
様、そして事務局メンバーの皆さん、どなたも⼤変お忙しい中で、このような素晴らしい会に仕⽴てて
頂いたことは本当に感無量です。様々な課題がたくさんある中でも、皆さんがそれぞれの現場で工夫
して進めて頂いていることを学ぶことができました。 

以前に、リバーフロント研究所が発⾏する機関誌 Riverfront の巻頭言で、「⼩さな⾃然再⽣を
⼤きく育てたい」と寄稿させて頂きましたが、是非とも皆様にそれを実践頂きたいと思います。 

技術的な課題、ソフト的な課題はたくさんありますが、⼩さな⾃然再⽣に関して一番⼤切と感じ
ることは、川や⽣き物、⾃然に対する愛情やリスペクトの心を育てるには、これほどいいアイテムはあり
ません。川に入って働きかけをすれば、⼈間バーブではありませんが、すぐに川が反応してくれることを
体験できます。⾏政だけではなく、市⺠の方、企業の方と一緒に取組む輪を拡げるためにも、⾃分
のフィールドで頑張って頂くとともに、その取組を是非とも全国にご発信頂き、⼩さな⾃然再⽣を全
国に拡げていくことにもご尽⼒いただけると有難いと思います。 

本日はどうもありがとうございました。 
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閉会後の記念撮影 

  

- 67 -



 

7. 参加者属性 及び 会場の声 

 本サミットには、北海道から九州まで約 200 名の方々にご参加頂きました。 
 参加者の所属 及び 地方構成は以下の通りでした。 
 
＜サミット参加者の所属＞ 

 
 

＜サミット参加者の地方構成＞ 

 

 

民間企業, 

27%

学校・教育機

関, 23%市民団体・

NPO, 19%

行政機関（地

方公共団

体）, 11%

その他, 

11%

行政機関

（国）, 8%

※その他は個人など

近畿, 80, 

40%

関東, 41, 

21%

中部, 20, 

10%

北海道, 15, 

8%

四国, 12, 6%

北陸, 10, 5%

九州, 10, 5%

中国, 6, 

3%

東北, 5, 

2%
沖縄, 0, 

0%
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また、サミット会場では、QR コードによるコメント入⼒ページを設け、フロア参加者より事例発表やパネ
ルディスカッションに対する⾃由なご意⾒を頂きました。参加者より頂戴したコメントの一部を紹介します。 
 
１. （午前）全国事例発表でのコメント 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1 フィー探頑張れ❗
2 今日はよろしくお願いします
3 楽しみーー︕
4 武田さん、ガンバ
5 発表、情報交流で、本日お世話になります
6 今日はよろしくお願いします🙇
7 ワクワクしてきました
8 『瀬名新川⭐ ⽣き物育て隊』さんへ

地域の⼈々を巻き込んだ⻑年の取り組み、発表を楽しみにしています︕
関⻄静岡県⺠会メンバーより

9 カンペなしで堂々と話されていて素晴らしい👍
10 みなさんの取り組みや思いが激アツですね。
11 すごい︕プレゼンめちゃくちゃ上手︕
12 産卵の確認以外での激アツな事もありましたか︖
13 ⽣まれたサクラマスが海で鍛えられて、再び産卵床に産卵するため戻ってくるといいですね!
14 北海道札幌工業⾼校へ　⾃然の営⼒を活かそう︕
15 No.1　サクラマスが経年的にどれだけ増えたかも知りたいです。
16 学⽣による取り組みであるが故に数年単位でのメンバーチェンジが不可避。

であるが故に希望されるのは「先輩たちと語り合いたい」グッときました。
熱量が世代を超えて地域に定着、社会を変えていくことを切に願います︕

17 手作り⿂道、維持費などは幾らくらいかかるのでしょうか︖
18 我々の⾃然共⽣サイトの維持管理に手こずっています。維持管理が簡単な方法への移⾏探っています。
19 手作りのよさ、壊れるから気にするという視点は新たな気づきになりました。
20 同じ構造で本設⿂道を設置してください。
21 三郎川の三角水制について、どのように壊れてゆくか分かれば治し方はあると思う
22 関心の低下、維持管理。これから⾃然再⽣を始める私たちには、未来に来るべき課題と感じました。先駆者として、課題

にどう取り組まれるのか、またお聞きしたいです。
23 霞ヶ浦の植⽣浄化の機能評価が知りたい。
24 みんなが同じ悩みを持っているな〜。
25 釣りをされている皆さんの思いから始まったということですが、もともと繋がりがあったみなさんだったのでしょうか︖
26 竹束を沈めるというシンプルさが持続的にできる取組と感じる。応援したいと感じました。
27 うちの軒先が川で、水害に遭い、いまだに工事が続いていて、水性⽣物たちが心配です。竹束で雑⿂爆増、やってみた

い︕
28 雑⿂...⿂種は︖
29 竹束は出水期はどうなるのでしょうか︖流される︖
30 雑⿂の種類が気になります。オイカワ、カワムツだけでなく、フナや底⽣⿂も⾒られるんでしょうか︖
31 普通種が普通にたくさん⾒れる川を…　印象的です︕共感します︕
32 No.4　集まった⿂の種類が知りたいです。こういう調査もできると良いですね︕
33 ⾺頭⾼校さんへ　巨石を使った事例を詳しく聞きたいです。
34 普通種が普通に沢山いるって素敵︕
35 更北中さんへ　中学⽣達の興味をもってやってみたいことへの探求心が素晴らしい︕色んな切り口が⽣まれてる︕
36 昔の道具を、3Dプリンターで解き放つ︕って、すごく面白い。
37 教育の現場のアナログな挑戦と体験は本当に⼤切だと感じます。

⾞にスマホにAIに浸り続けてしまい、そこから抜けるのは難しいですが、アナログな体験の面白さに触れ、関心が向くきっか
けは意識して作っていかなくてはいけないと、とても共感しています。

38 先⽣の探究心から子どもたちに広がる取り組みはとても素敵です。どんどん広がりますね。
39 私もアメリカザリガニ対策に困ってます︕

No. 会場コメント
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40 ⻑野と⿃取、距離を越えたコラボがどう実現したか知りたいです。
41 ⽣物多様性増進の活動としてザリガニを駆除するという活動はアピールポイントになります。
42 No.5・6　先⽣の異動後にも活動がつながる仕組みがあると良いですね︕

あと、アメリカザリガニがいても、それを減少させるという活動目標を⽴てたら⾃然共⽣サイトに登録できると思います。
43 ⻄粟倉でも山崩れが問題です。私も消防団として困っています。
44 ⾼山村の事例ですが、ザリガニいても、⾃然共⽣サイトに申請できます。
45 事例1: 学校活動の継続とともに地域の釣り⼈などの市⺠との協同を目指すと良いと思います
46 すごい︕石積みやしがらぐみ、誰か指導する⼈はいるのでしょうか︖
47 職場環境のマネジメントの考え方として心理的安全性が重視されますが、健全な子供若者を育む地域社会にこそこれ

が必要だと再認しました。
子どもたちは身近な⾃然や地域の⽣業や伝承に対して敏感です。もっと知りたい守りたい。
しかし⼤⼈社会は目下の経済活動最優先で、論理的に地域社会を語れなくなってしまっている。
未来を育むためにも、⼩さな⾃然再⽣の機会を通じて、私たちが果たすべき役割ははかりしれませんね。

48 田んぼや元田んぼ(耕作放棄地)をビオトープ利⽤する場合、農地法や水利権は各団体どのように対処・くぐり抜けてい
るかのか。

49 水の道Ｐですが、石積みでなくてもできそうですよ。
50 事例８︓⼟留めに竹蛇籠を利⽤すると竹林の対策ともコラボできるのでは︕
51 体験プログラム、ぜひ教えて欲しいです。
52 激アツな経歴︕︕
53 事例9︓富士川流域や富士宮市の河川んの特色を保全や再⽣の目標にすると良いと思います。
54 リバーフレンドシップ制度について知りたいです
55 福井かひる山風⼟社の吉田さん、手仕事治水の果実として、野⿃の声に⽿を傾けてみませんか︖　5⽉末、6⽉には渡

りの⿃たちの恋の囀りが聞こえるはずです。
https://www.uminokyoto.jp/column/post/29/

56 瀬名新川　中村さんへ。図鑑なら神⼾の⽟一アクアリウムだと思います。
57 ザリガニに困る方へ。ザリガニ連続捕獲装置なるものがあります。私も今度作りたいなと思ってます。調べたら出てきます

よ。
58 事例４︓雑⿂の⿂種は何ですか︖竹束は増水で流れても問題なしですか。
59 石などを組んで川の水の流れを変える⾏為(バーブ工など)は河川法による許可が必要だと思うが、⼩さな川(農業⽤水

や山際を流れる細流)にも適応されるのか。どのくらいの規模が法に当てはまるのか。
60 事例５︓移動した先でも継続できることを⾒出して続けることが⼤切だと思います。
61 そんなにたくさんの反対に遭いながらも、やり遂げたなんて︕すごいです︕
62 愛知の川づくり　川瀬様。安宅和⼈さんの近著『「風の⾕」という希望』にあった「ほぐす⼟⽊」を重ねてお話伺いました。 

河川整備の先進的なお取り組みをうかがえて嬉しかったです。
63 ⿂道設置、諦めず、⻑期戦の構えが必要ですね。合意形成⼤切ですね。

ビワマスの日応援します!
64 事例４︓鯉が捕⾷者として問題となる事実は他の川や池でも有⽤な知⾒なので宣伝して欲しい。
65 No.12　ビワマスの日ができると良いですね︕　ビワマスの観察会のイベントがあると良いかも︕
66 ビワマスの日創設⼤賛成︕

ビワマスの注目度が全国的に上がって喜ばしいですが、規制についてもっと県や水産課は核心をついた指標で⾏って欲し
いと思っています。規制の場所、方法、時期など。またお話しさせていただきたいです。ありがとうございました︕

67 愛知県の川、⾃然いっぱいにしたいです。バーブ工も増やしましょう。⿂道ももっと増やしましょう!
68 IHIさんはなぜこの場所を活動場所に選ばれたのでしょうか︖
69 伊藤園様は従業員参加ですか︖資⾦援助もされていますか︖
70 横の⼈の電話の感じ、めちゃわかりますーー︕︕
71 ⼩さな⾃然再⽣、どんどん増やして、⼤きな⾃然再⽣になりますね。

⼩さな⾃然再⽣ブーム到来しますように。
72 ⼤変素晴らしい試みだと思います。産卵床造成の場所選びをもっと⿂の目線で科学的に検討するべき︕
73 ⼈間バーブ、最⾼です︕
74 井桁⿂道　屋根をつけるアイデアがすごい。
75 No.16　⼈間パーブは、面白そう︕

どういう風に流れが変わるかを確かめると、より探求になるかも︖
76 宮津天橋さんへ増水時などの安全管理はどうされていますか︖
77 みんなの川塾さん、とても興味深いお取り組みの発表をありがとうございます。

⼈間バーブ、やってみたいです︕︕
78 ⼈間バーブ、最⾼‼　　採⽤します❗
79 福田川　村上さんへ。もんどりのドッグフードとお茶袋の組み合わせになった経緯を詳しく教えて下さい。
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80 もんどりのエサ、ドッグフード以外にも他にもいろいろ試されたのでしょうか?
81 福井かひる山　風⼟舎さん。とても興味深いお取り組みのご発表をありがとうございます。

機会があれば、石津みや、しから編みを、体験しにうかがいたいです。
お昼に、お話を伺いに⾏きますね。

82 県⼟⽊事務所との、“ゆるやかな”連携を具体的に知りたいです
83 はっぴ欲しい。
84 なんで篠山市はこんなことできるんの︖︖
85 丹波篠山　ふるさとの川づくりさん。子どもたちが遊べる川づくり素敵ですね︕
86 ⻄粟倉村この前テレビで特集されていましたね。関係しているのでしょうか。
87 波賀野川の石組⿂道は二段ともにもう少し良いやり方があったのでは︖特に上側の段は斜路のようになっているで、でき

るだけ河道内を横方向に有効活⽤して畑川の⿂道のように、端から反対側まで距離をとって、勾配を緩くしてあげたら良
かったと思います。下段に関しては石組のプールをもっと⼤きくしてら良いと思います。

88 京都鴨川鮎⿂道。壁沿いに⿂を導くアイデア、よく聞かせていただきました。いい方法を教えていただきありがとうございまし
た。

89 株式会社エーゼログループ　太⼑川さま。⻄粟倉村、⼟中ラジオなどで先進的なご活動を拝聴し、注目していました。
山林のお取り組みだけでなく、ビオ田んぼづくりなど、流域全体で活発なお取り組みがあるのですね︕
お話をうかがえて嬉しいです。いつか、⻄粟倉村にも伺ってみたいです。

90 素晴らしい︕︕︕︕︕
91 ⼩さな⾃然再⽣マインドもった川ガキ。パワーワード
92 ⼩さな⾃然再⽣マインドを持った川ガキ、いいですね。
93 川ガキいいね👍
94 わけっこパークさん。子どもたちが川で遊べる日常、すてきです✨✨✨
95 日笠川の熱田さんへ。⼩さな⾃然マインドを持った川ガキが増加中が素晴らしい︕

今日は，河川管理者の偉い⼈達が集まってるので、相談したら解決する糸口がみつかるかも。
96 川塾さま。川で遊び育てる子どもたちが羨ましいです︕

とても刺激をいただきました︕
97 神山つなぐ公社さま。⼟地を深く知る先達とのつながりづくり、素晴らしいです︕︕
98 家棟川ビワマス。ビワマスプロジェクトは、⽣き物への貢献がビワマスの遡上・産卵という具体的で明確な指標で実感でき

ていいですね。
99 熱田さん、日笠川の川がきは、日笠川の専属コンサルタントですね。河川管理者（地元⼟⽊事務所）に相談して河

川愛護団体に登録してもらえませんか︖　川の中の⽣き物たちの代表として、彼らの住処を教える先⽣になってほしいで
す。あの石の下が◯で、ここは⬜ だよという情報を⼟⽊事務所の⼈たちが知ったら、きっと放っておけないのでは︖　それ
を地元の⾼校の理科の先⽣に相談したら、総合的な探究の時間のキラーコンテンツになるのでは︖　フィー探は⾼校⽣
が親子を巻き込んでますが、日笠川は川ガキが⾼校⽣や⼟⽊事務所を巻き込むことができそうだなと思いました。保全の
知恵袋は、ここにあります。ないのは、川ガキたちが⾒てる川の中の世界です。日笠川の住⺠マップを⾒てみたいです︕

100 すくすく森…非認知能⼒の育成。卒園までに育って欲しい10の姿。⼩学過程でやしなう⽣きる⼒への連続性辺りが「あ
そび保育」の社会認知に効果があると思います。野外での学びの洗い出しかな。

101 九州産業⼤学さんへ。サークルを作られた際に資⾦面でお困りでしたら我々の学⽣を対象とした未来につなごう助成も参
考にされてください︕

102 NPOの活動と⼤学の授業を連携するには、どうアプローチしたらいいでしょうか︖
103 湿地づくりとは掘って掘って掘りまくることなり
104 どのようにして川の水を抜きましたか︖
105 銀⾏さんへの参加アプローチの仕方、掴みどころを教えていただきたいです。
106 「すくすくの森」

⼩さな⾃然再⽣は 川だけではなく 森にも広げることができる。そんな画期的な事例だと思います。
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107 保育園が考えた技術図鑑とかあるといいなぁー︕
108 ⾼校⽣でこの活動をする方は、幼少期に⾃然に親しんで遊んだ経験はあるのでしょうか︖
109 今日の朝、nhkで真駒内川のサクラマスの特集をしていましたね
110 ⾼校内での盛り上がりは︖
111 ⾼校⽣は特に3年間という期限しかないところで世代交代や組織の継続という点で難しいところはあるか
112 川づくりの活動に携わって、⾼校の先輩たちの進路に影響があったのかをお聞きしたいです。

そのまま今も川づくりを続けてくれていれば嬉しいな……
113 ⼤⼈も川遊びを︕
114 フィー探の⼈間バーブはなぜ⽣まれたか。元々は、ガサガサで採れた⿂の紹介を⼟手や公⺠館でやってましたが、⽣徒た

ちが「暑いから川に浸かって聞いてもらおう」と言い出したことがきっかけでした。サカナ取りと川の営みを子どもたちも体感的
に学べる方法が、⾼校⽣の探究活動から⽣まれています。

115 水の道を作る場所はどうやって決めるのですか︖
116 吉田さんに質問です。資材にかかる費⽤はどうやって捻出されてるんですか︖
117 ハードの次の一手で⿂道の話をしてほしいです。
118 県⼟⽊や砂防事務所が砂防ダムなどから搬出した不要な巨石を⼩さな⾃然再⽣に横流ししてくれるシステムが欲しい。
119 ⿂道関連の取り組みがずいぶん進歩しましたし事例も多くありますが触れないのですか︖
120 ⻄山さん、追跡調査の方法、私も知りたいです。
121 札幌の中居さんへ。川の段差に石組みを追加して⿂が⾏き来できるようにする専門家、日⼤理工学部の安田陽一教

授に、相談していただけると、現在の課題が解決に向かうと思われます。北海道のいくつかの川で活動されています。私た
ちは霞ヶ浦で⿂道造りを教わっています。

122 ⼩さな⾃然再⽣などにおいては「川」を通じて⼈が集まって支援してくれる団体仲間がいて、⼈が⼈へ歴史を紡いでいく傾
向があるように感じます。それが強みなのでは︖

123 突破口　そこそこ効果があって、これならできそうと思えることから始める
124 三橋さんと同じです。とりあえず難しいこと考えすぎる前にやっちゃう。
125 ⾃社の中のキーパーソンや権⼒者が興味をもってくれない場合、どんなアプローチや作戦があるでしょうか︖
126 突破口…個⼈で役場に話しに⾏っても相手にされなかったが、任意団体を⽴ち上げ、具体的な要望（補助制度の⽴ち

上げ）を持って話しに⾏ったら、今度は時間をとって話を聞いてもらえました。こちらの中の⼈は同じなのに、こんなに変わる
のかと驚いた。

127 情報発信について、希少種の情報、伝え方が難しいですね
128 中学校の話になるが、これから先に部活動が無くなり地域クラブに移⾏するところが増えると思うので、そこから地域の中に

広げていくのはどうだろうか︖
129 佐藤さんの仕切りが抜群すぎて痺れる…　話題が逸れかけてても、しっかり拾う。
130 後半のパネルディスカッション楽しかったです。みなさんの体験談が参考になる部分もあると思いました。
131 ボトムアップ。ここに集まっている方は、何らかの課題を⾃分で発⾒し、解決しようとする意志のある方だと思う。最初の突

破口は、こういった活動層の繋がりや研修会だと思うが、こういった方は既に1段も2段も上のレイヤからはじまっていると思
う。一方で、⾃分から気づいて、⾏動する⼈を増やさないことには、上層の活動のまま終わってしまうと思う。全く関心のな
い⼈に、関心を持ってもらい、さらには、⾏動を起こさせるようにするためのきっかけはなんだろうか。⼩さい頃からの教育、
頑張って腐心する姿をみせること、⼈を焚き付けること、色々あると思うが、関心のない⼈が⾏動を起こせるように、個⼈
の価値を変容させるような取り組みも必要だと思う。
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参考資料１  宮本和宏参議院議員祝辞 

 約４年前に滋賀県守山市で開催した第13回「⼩さな⾃然再⽣」現地研修会に当時は守山市⻑と
してご参加頂いた宮本和宏参議院議員より、本サミットへ祝辞を頂きました。 
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参考資料 2  RIVERFRONT Vol.93 巻頭言 

（公財）リバーフロント研究所が年 2 回発⾏する機関誌「RIVER FRONT」の Vol.93（2021 年
9 ⽉発⾏）では水辺の⼩さな⾃然再⽣を特集しました。以下の巻頭言とともに、是非とも本特集記事
をご覧頂ければ幸いです。→ https://www.rfc.or.jp/pdf/vol̲93/mokuji.html  
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参考資料 3  新聞記事紹介 

本サミットは、毎日新聞で紹介されました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2025 年 12 ⽉ 18 日付 毎日新聞京都面 
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